
○宝塚市青空駐車場、洗車場及び資材等置場の設置に関する条例 

平成９年１２月２４日 

条例第４６号 

注 平成１２年３月２９日条例第５号から条文注記入る。 

（目的） 

第１条 この条例は、宝塚市環境基本条例（平成８年条例第２３号）第７条の規定に基づ

き、青空駐車場、洗車場又は資材等置場（以下「青空駐車場等」という。）の設置につ

いて、必要な事項を定めることにより、地域における良好な生活環境の保全及び形成を

図ることを目的とする。 

（定義） 

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところに

よる。 

(１) 青空駐車場 駐車場法（昭和３２年法律第１０６号）第２条第４号に規定する自

動車（以下「自動車」という。）の駐車の用に供する施設（土地に何ら造作を加えな

いものを含む。）であって、建築基準法（昭和２５年法律第２０１号）第６条第１項

（同法第８８条第２項において準用する場合を含む。以下同じ。）の規定による確認

を要する建築物及び工作物以外のものをいう。 

(２) 洗車場 自動車の洗車の用に供する施設であって、建築基準法第６条第１項の規

定による確認を要する建築物及び工作物以外のものをいう。 

(３) 資材等置場 資材、容器、機械、器具、土砂その他これらに類する有用物（廃棄

物の処理及び清掃に関する法律（昭和４５年法律第１３７号）第２条第１項に規定す

る廃棄物を除く。）の保管の用に供する施設（土地に何ら造作を加えないものを含む。）

であって、建築基準法第６条第１項の規定による確認を要する建築物及び工作物以外

のものをいう。 

（事業者の責務） 

第３条 青空駐車場等を設置しようとする者（以下「事業者」という。）は、この条例に

定めるもののほか、関係法令を遵守するとともに、地域における良好な生活環境の保全

及び形成に努めるものとする。 

（青空駐車場等の設置等の届出） 

第４条 次に掲げる青空駐車場等を設置しようとする事業者（以下「特定事業者」という。）



は、あらかじめ規則で定めるところにより市長に届出をしなければならない。届出後、

規則で定める届出に関する事項を変更しようとする場合についても同様とする。 

(１) その敷地の全部又は一部が、都市計画法（昭和４３年法律第１００号）第７条第

３項に規定する市街化調整区域及び同法第８条第１項第１号に規定する工業地域以外

の地域にある青空駐車場（当該敷地内において建築基準法第６条第１項の規定による

確認を要する建築物又は工作物を有するものを除く。以下この号において同じ。）若

しくは洗車場（青空駐車場を併設するものを含む。以下同じ。）又は資材等置場であ

って、当該敷地の面積が５００m２以上のもの 

(２) その敷地の全部又は一部が、都市計画法第７条第３項に規定する市街化調整区域

又は同法第８条第１項第１号に規定する工業地域内にある資材等置場であって、当該

敷地の面積が１，０００m２以上のもの 

２ 前項の規定にかかわらず、青空駐車場等を廃止する場合又は規則で定める一時的な使

用に供する場合は、同項の届出は要しない。 

３ 青空駐車場等が、青空駐車場又は洗車場と資材等置場を併設するものである場合にお

いては、当該施設を資材等置場とみなして、前２項を適用するものとする。 

（青空駐車場等の拡張への準用） 

第５条 青空駐車場等を拡張しようとする場合で、拡張後の青空駐車場等が前条第１項各

号のいずれかに該当するときは、同条の規定を準用する。 

（届出者の遵守義務等） 

第６条 第４条第１項（前条において準用する場合を含む。以下同じ。）の規定による届

出をした特定事業者（以下「届出者」という。）は、地域における良好な生活環境の保

全及び形成のため、市長が定める施設の基準に適合するよう努めなければならない。 

２ 市長は、届出者に対し地域における良好な生活環境の保全及び形成の面から必要な指

導又は勧告をすることができる。 

３ 届出者は、前項の規定による指導又は勧告があった場合においては、これに応じるよ

う努めなければならない。 

４ 届出者は、青空駐車場等を設置した後も、市長が定める施設の基準を維持するよう努

めなければならない。 

（設置の制限） 

第７条 届出者は、第４条第１項の規定による届出を行った日から３０日を経過した後で



なければ、青空駐車場等を設置し、若しくは変更し、又は拡張してはならない。 

２ 市長は、前項の届出に係る事項の内容が地域における良好な生活環境の保全及び形成

の面から相当と認めるときは、同項に規定する期間を短縮することができるものとする。 

（特定事業者への命令） 

第８条 市長は、特定事業者が第４条第１項の規定による届出をせず、青空駐車場等を設

置しようとする場合においては、当該特定事業者に対し、青空駐車場等の設置工事の中

止、計画の変更若しくは使用の中止又はその他必要な是正措置を命じ、その結果報告を

求めることができるものとする。 

（計画の公表等） 

第９条 特定事業者は、第４条第１項の規定による届出を行う日（次項において「届出日」

という。）の３０日前までに、規則で定めるところにより、設置、変更又は拡張（次項

において「設置等」という。）をしようとする青空駐車場等の敷地内で道路に面した箇

所、その他公衆の見やすい位置に規則で定める標識を設置しなければならない。 

２ 特定事業者は、標識を設置した日から届出日までの間に、設置等をしようとする青空

駐車場等の敷地の周辺の住民その他の規則で定める者（以下「住民等」という。）と青

空駐車場等の設置等に係る地域の良好な生活環境の保全及び形成に関し、協議するもの

とする。 

３ 特定事業者は、前項の規定による協議の結果を規則で定めるところにより、第４条第

１項の規定による届出を行うときに市長に報告しなければならない。 

（協定） 

第１０条 市長は、良好な生活環境の保全及び形成を図るため必要と認める場合は、事業

者及び住民等に対し、両者間で協定の締結をするよう求めることができる。 

２ 事業者及び住民等は、前項の規定により協定の締結を求められた場合においては、こ

れに応じるよう努めなければならない。 

３ 事業者及び住民等は、前項の規定により、市長の求めに応じ協定を締結した場合は、

市長に報告しなければならない。 

（立入調査等） 

第１１条 市長は、この条例の施行に必要な限度において、市長の指定する職員に青空駐

車場等の土地又は建物に立ち入り、当該土地又は建物において行われている行為の状況

を調査させ、又は関係者に対し、必要な勧告若しくは指導を行わせることができる。 



２ 前項の規定による立入調査の権限は、犯罪捜査のために認められたものと解釈しては

ならない。 

（身分証明書の携帯） 

第１２条 市長から第８条の規定に基づく権限を行使するよう命じられた職員又は前条第

１項の規定により、立入調査をする職員は、その身分を示す証明書を携帯し、関係者の

請求があったときには、これを提示しなければならない。 

（罰則） 

第１３条 市長は、第８条の規定による命令に違反した者に対し、５０，０００円以下の

過料を科することができる。 

２ 市長は、第７条の規定に違反した者に対し、３０，０００円以下の過料を科すること

ができる。 

３ 市長は、第４条第１項の規定による届出をせず、又は虚偽の届出をした者に対し、１

０，０００円以下の過料を科することができる。 

（平１２条例５・追加） 

（委任） 

第１４条 この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。 

（平１２条例５・旧第１３条繰下） 

附 則 

この条例は、平成１０年４月１日から施行する。 

附 則（平成１２年条例第５号） 

（施行期日） 

１ この条例は、平成１２年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例の施行前にした第７条の改正規定による改正前の宝塚市青空駐車場、洗車場

及び資材等置場の設置に関する条例又は第８条の改正規定による改正前の宝塚市水道事

業及び簡易水道事業給水条例に違反する行為に対する罰則の適用については、なお従前

の例による。 

 


